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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年9月29日(2016.9.29)

【公表番号】特表2015-524844(P2015-524844A)
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【年通号数】公開・登録公報2015-054
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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月9日(2016.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　損傷組織を有する個体において組織を再生するための組成物であって、
　　前記組成物が、心筋球（ｃａｒｄｉｏｓｐｈｅｒｅ）または心筋球由来細胞（ＣＤＣ
）から回収された複数のエキソソームを含み、
　　前記エキソソームが１以上のマイクロＲＮＡ断片を含み、
　　前記組成物の投与後、前記１以上のマイクロＲＮＡ断片が前記損傷組織において遺伝
子発現を改変し、前記損傷組織の生存能力を改善し、前記個体において新しい組織の形成
を容易にする、
組成物。
【請求項２】
　前記損傷組織が心臓組織を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記１以上のマイクロＲＮＡ断片が、ｍｉＲ－２６ａ、ｍｉＲ２７－ａ、ｌｅｔ－７ｅ
、ｍｉｒ－１９ｂ、ｍｉＲ－１２５ｂ、ｍｉｒ－２７ｂ、ｌｅｔ－７ａ、ｍｉＲ－１９ａ
、ｌｅｔ－７ｃ、ｍｉＲ－１４０－３ｐ、ｍｉＲ－１２５ａ－５ｐ、ｍｉＲ－１５０、ｍ
ｉＲ－１５５、ｍｉｒ－２１０、ｌｅｔ－７ｂ、ｍｉＲ－２４、ｍｉＲ－４２３－５ｐ、
ｍｉＲ－２２、ｌｅｔ－７ｆ、ｍｉＲ－１４６ａおよびこれらの組み合わせからなる群か
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ら選択される、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記１以上のマイクロＲＮＡ断片がｍｉＲ－１４６ａおよびｍｉＲ－２１０を含む、請
求項１から３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記エキソソームが、ヒト非胚性再生細胞の遠心分離により得られる、請求項１から４
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記エキソソームが、ヒト非胚性再生細胞のサイズ排除ろ過により得られる、請求項１
から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記エキソソームが直径約２０ｎｍから約９０ｎｍである、請求項１から６のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項８】
　心筋球または心筋球由来細胞（ＣＤＣ）の集団をさらに含む、請求項１から７のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記心筋球または心筋球由来細胞（ＣＤＣ）が、前記個体に対して自己由来である、請
求項１から８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記心筋球または心筋球由来細胞（ＣＤＣ）が、前記個体に対して同種異系である、請
求項１から８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記エキソソームが、前記組織の再生および／または機能改善を容易にする少なくとも
１つのタンパク質をさらに含む、請求項１から１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　損傷または罹患した心臓組織の修復または再生のための組成物であって、
　　心臓幹細胞の集団から単離された複数のエキソソームを含み、
　　前記心臓幹細胞が心筋球由来細胞の集団を含み、
　　前記エキソソームが少なくとも１つのマイクロＲＮＡを含み、
　　前記マイクロＲＮＡがｍｉＲ－１４６ａ、ｍｉＲ－２２、ｍｉＲ－２４、およびｍｉ
Ｒ－２６ａからなる群から選択され、ならびに
　　損傷または罹患した心臓組織を有する対象に対する投与において、前記エキソソーム
が心臓細胞の生存能力、心臓細胞の増殖および心臓細胞の機能の１以上を増加させる、
組成物。
【請求項１３】
　エキソソームを作製する方法であって、
　　ヒト非胚性再生細胞の集団を得るステップ、
　　前記ヒト非胚性再生細胞の集団を培養するステップ、
　　前記ヒト非胚性再生細胞の培養集団をヒドロラーゼ酵素に曝露して、細胞のエキソソ
ーム分泌を誘導し、それによってエキソソームを作製するステップ、および
　　前記分泌されたエキソソームを回収するステップ、
を含む方法。
【請求項１４】
　前記ヒドロラーゼが、酵素のＤＮＡｓｅ　Ｉスーパーファミリーのメンバーを含む、請
求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ヒドロラーゼがスフィンゴミエリナーゼを含む、請求項１３または１４に記載の方
法。
【請求項１６】
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　前記スフィンゴミエリナーゼが、リソソーム酸性スフィンゴミエリナーゼ、分泌型亜鉛
依存性酸性スフィンゴミエリナーゼ、中性スフィンゴミエリナーゼおよびアルカリ性スフ
ィンゴミエリナーゼからなる群から選択される型である、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記中性スフィンゴミエリナーゼが、マグネシウム依存性中性スフィンゴミエリナーゼ
およびマグネシウム非依存性中性スフィンゴミエリナーゼの１以上を含む、請求項１６に
記載の方法。
【請求項１８】
　前記中性スフィンゴミエリナーゼが、中性スフィンゴミエリナーゼＩ型、中性スフィン
ゴミエリナーゼ２型および中性スフィンゴミエリナーゼ３型の１以上を含む、請求項１６
に記載の方法。
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